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減災対策協議会及び流域治水協議会について

減災対策協議会 流域治水協議会

■目的
・平成２７年関東・東北豪雨を踏まえ、施設の能力には限界が

あり、施設では防ぎきれない大洪水は必ず発生することを前
提として、社会全体で常にこれに備える「水防災意識社会」
を再構築すること。

・河川管理者のみならず、市町村、住民、企業等が水害のリス
クを共有し、主体的に行動できるよう意識を変革すること。

■議論の主な対象
・計画を超過する想定最大規模の洪水
・ソフト対策

■議論の主な対象
・計画規模（戦後最大規模等の洪水等）
・ハード対策

■目的
・令和元年東日本台風をはじめとした近年の激甚な水害や、気

候変動による水害の激甚化・頻発化に備え、流域においてあ
らゆる関係者（国・都道府県・市町村・企業・住民等）が協
働して流域全体で水害を軽減させる治水対策を推進すること

■議論の枠組み
・水系を跨ぎ関係機関全体で洪水に備える
・5年間を1単位として取り組みを継続する

■議論の枠組み
・水系単位で各機関が協働し、水害軽減を図る

※令和5年度より、振興局管内合同で開催

表 流域治水協議会と対象水系

協議会 猿留川水系外 様似川水系外 向別川水系外 静内川水系外 真沼津川水系外 新冠川水系 日高門別川水系外

水系 猿留川
歌別川

幌満川
様似川
海辺川

日高幌別川
赤川
乳呑川
向別川
絵笛川
元浦川

ケリマイ川
三石川
布辻川
捫別川
静内川

真沼津川 新冠川 厚別川
慶能舞川
波恵川
日高門別川
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日高振興局管内 河川減災対策協議会外の経緯経過

協議会
年

減災対策協議会 流域治水協議会

平成２９年
（2017年）

6/2７
協議会の設置
運営内容についての共有

平成３０年
（2018年）

7/31 河川減災に係る取組方針の共有

令和２年
（2020年）

8/7
地域の取組方針に関するフォローアップ
室蘭建設管理部の取組状況の共有

令和3年
（2021年）

3/12
真沼津川水系の協議会の設置
流域治水の検討事項と進め方の共有

8/6
地域の取組方針に関するフォローアップ
胆振総合振興局等の取組状況の共有

8/31 流域治水プロジェクトの策定・公表

令和5年
（2023年）

3/30
猿留川水系外など６協議会の設置
流域治水の検討事項と進め方の共有

令和6年
（2024年） 3/28

地域の取組方針に関するフォローアップ
胆振総合振興局等の取組状況の共有

3/19
流域治水プロジェクトの更新及び策定・公表
取組に関するフォローアップ

8/29
地域の取組方針に関するフォローアップ
北海道の取組状況の共有

8/29
流域治水プロジェクトの更新及び策定・公表
取組に関するフォローアップ

令和７年
（2025年） 7/11

地域の取組方針に関するフォローアップ
（幹事会）

7/11
流域治水プロジェクトの
取組に関するフォローアップ（幹事会）

令和７年
（2025年） 8/20

地域の取組方針に関するフォローアップ
8/20

流域治水プロジェクトの
取組に関するフォローアップ

今
回
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減災対策協議会対象地域
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日高振興局管内 二級水系 流域治水プロジェクト対象水系
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下新冠ダム

新冠ダム

⾼⾒ダム

静内ダム
双川ダム

新冠町

平取町

岩清⽔ダム

春別ダム

奥新冠ダム

⾨別ダム

新ひだか町

N

凡 例

北海道知事管理区間

流域界

市町村界

猿留川⽔系外

様似川⽔系外

向別川⽔系外

新冠川⽔系外

⽇⾼⾨別川⽔系外

静内川⽔系外

真沼津川⽔系外
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